
平成２８年度 日本史応用 シラバス

科目名 日本史応用 単位数 ２ 対象学年 ３

（１）学習の到達目標等

① 世界史的な視野に立ちながら、日本の歴史を国際環境と関係づけながら考察する

② 主題学習を通して、客観的かつ公正な資料により適切な歴史認識を育成する。

③ 基礎歴史事項の確認とともに、現代の自分たちに引きつけて課題を考える。

使用教科書・副教材等 『新選日本史Ｂ』東京書籍、『山川詳説日本史図録』山川出版

『4ステージ演習ノート 日本史B』数研出版

（２）学 習 計 画

学期 月 指 導 内 容 配当 備 考

時数

４ 第4章 近代国家の形成と国民文化の発展 １２ ＊昨年度「日

１．開国から明治維新へ 本史Ｂ」の授

１ ５ （１）近代国家の成立 （２）富国強兵への道 業の内容の続

学 （３）殖産興業と文明開化 きから始め

期 （４）明治初期の国際情勢 る。

２．立憲政治の形成と国民文化 ＊

（１）専制政府への批判 （２）立憲政治の成立

（３）新しい生活と文化

３．日本の近代化と東アジア

（１）日清戦争と資本主義の成立

（２）日露戦争と資本主義 >

６ ４．デモクラシーと市民文化 ７

（１）第一次世界大戦と日本

（２）新たな国際秩序と政党政治の実現

（３）大正文化と市民生活

５．激動する世界と日本

（１）揺れ動く経済と中国侵略の本格化

（２）日中戦争と新体制運動

（３）太平洋戦争



７ 第5章 現代の世界と日本 ６

１．占領と国内改革

（１）占領と日本国憲法の成立

（２）冷戦の開始と経済復興

２．国際社会への復帰と高度経済成長

（１）国際社会への復帰と対米協調

（２）経済の高度成長

９ ３．石油危機と低成長の時代 ７

（１）激動する国際情勢と日本

（２）安定成長と保守回帰

４．新しい国際秩序と日本の課題

（１）激変する世界と日本

（２）現在の日本と世界

２ 10 実践問題演習 ８ ＊「４ステー

学 過去のセンター試験を活用した演習 ジ演習ノー

ト」

ですすめる。

期

11 実践問題演習 ８

過去のセンター試験を活用した演習

12 実践問題演習 ８

過去のセンター試験を活用した演習

３ １ 実践問題演習 ８

学 過去のセンター試験を活用した演習

期

２ 二次試験対策 ４

各大学の試験問題等を活用した演習

【評価の方法】

考査評定（70％）＋授業に対する関心・意欲・態度・提出物・出席（30％）で総合的に

評価する。


